
イカリヨツボシクラゲの模式産地での再捕と新産地および GFP分布パターン

－ 61－

Abstract.   Two species of blenniid fish, Cirrisalarias bunares and Ecsenius oculus, were 
collected from Yaku-shima Island, southern Japan, being described as northernmost 
records of the species and first records from Yaku-shima Island on the basis of collected 
specimens. In addition, Nannosalarias navitatus is also described in detail on the basis 
of male and female specimens from Yaku-shima Island. Underwater observations of 
C. bunares, E. ocullus and N. navitatus suggest them to reproduce around Yaku-shima 
Island. Aspidontus dussumieri and Petroscirtes breviceps, were also recorded from 
Yaku-shima Island, southern Japan, on the basis of collected specimens for the first time.  

Key words:   Blenniidae, Cirrisalarias bunares, Ecsenius oculus, Fish fauna, 
Kagoshima Prefecture, Japan, Nannosalarias nativitatus, northernmost record, Yaku-
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 (要約)

　鹿児島県屋久島においてイソギンポ科のシシマイギンポ Cirrisalarias bunaresとゴイシギンポ Ecsenius 

oculusが採集された．これらの 2種は，標本に基づく屋久島初記録であると同時に，北限記録を新たに
更新することとなったので，採集された標本に基づき形態記載を行った．さらに，既に標本による屋久
島からの北限分布の記録があったヒナギンポ Nannosalarias nativitatusの雌雄の標本が新たに得られた
ため詳細な形態の記載を行った．屋久島での水中観察の結果から，これら屋久島を分布の北限とするイ
ソギンポ科魚類 3種は同島海域において再生産を行っていることが示唆された．また，クロスジギンポ
Aspidontus dussumieriおよびニジギンポ Petroscirtes brevicepsも初めて屋久島から採集されたので，標本
に基づく屋久島初記録種として報告した．



イソギンポ科 Blenniidae魚類は，世界で 57属
387種が知られ (Hastings and Springer, 2009)，こ
のうち 30属 80種が日本の浅海域から記録さ
れ標準和名が与えられている (小島・塩垣，
1988；藍澤，2000；Lee et al., 2000；鈴木ほか，
2001；Aizawa, 2002；吉郷・吉野，2002；村瀬ほ
か，2009a，b；鈴木・細川，2010)．屋久島は鹿
児島県大隅半島の南西 60 kmに浮かぶ大隅諸島
最大の島であり，黒潮がその南岸を通過すると
ともに，周囲には季節などで方向の変化する
様々な海流が発生する．このような屋久島の特
性に注目し，Motomura et al. (2010)は沿岸と河
口域における魚類相調査を行い，951種の魚類
を記録した．この調査の中でイソギンポ科魚類
は 38種が記録され，全種数の 4%を占める結
果となった．このうち 22種が標本に，6種が
水中写真に，10種が文献に基づく記録であっ
た．その後，Motomura and Aizawa (2011)は千
葉県立中央博物館・海の博物館に所蔵されてい
る屋久島産標本の調査を行い，イソギンポ科の
2種，タテガミカエルウオ Cirripectes castaneus 

(Valenciennes, 1836)とヒナギンポ Nannosalarias 

nativitatus (Regan, 1909)を標本に基づく同島に
おける初記録として報告した．

2011年 6月に行われた屋久島の魚類相に
関する追加調査の結果，日本海域では小笠原
諸島のみから知られていたシシマイギンポ
Cirrisalarias bunares Springer, 1976( 村瀬ほか，
2009b)とこれまで屋久島では水中写真の記録
のみが報告されていたゴイシギンポ Ecsenius 

oculus Springer, 1971が採集された．本研究では
屋久島を分布の北限とするこれら 2種を詳細に
記載した．さらに，屋久島からの標本に基づ
く北限記録があるものの (Motomura and Aizawa, 

2011)，日本産の標本に基づく記載がほとんど
報告されていないヒナギンポの雌雄が採集さ
れたため，これらの標本に基づき本種の詳細
な記載も行った．屋久島を北限とする上記 3

種に関しては屋久島における各種の生態学的
知見も付記した．また，これまで屋久島から

は目視調査を記した文献のみで記録されてい
た 2種，クロスジギンポ Aspidontus dussumieri 

(Valenciennes, 1836) とニジギンポ Petroscirtes 

breviceps (Valenciennes, 1836)が本調査において
採集されたため，標本に基づく屋久島初記録種
として報告する．
計数は Smith-Vaniz and Springer (1971)に，計

測は岸本 (2006)に従った．ただし，尾鰭の鰭
条数は分節するものを計数し，背鰭・臀鰭の鰭
条の計数の際には，担鰭骨のみが認められた場
合も 1本の鰭条として数えた．標準体長は頭部
の最前端から，体高は臀鰭の起点から，鼻皮弁
長は前鼻管の付け根から計測し，頭長は最前端
から鰓膜の後端までの距離，胸鰭長および腹鰭
長は最長鰭条の長さ，背鰭および臀鰭の基底長
はそれらの起点から最後の鰭膜と尾柄部の連
結部までの距離とした．計測にはノギスを使
用し，10分の 1 mm単位までの値を記録した．
頭部感覚管の名称は，おおむね Smith-Vaniz and 

Springer (1971)および吉野 (1984)に従ったが，
これらの SOと IFOを併せて眼下管 (CO)とし
た．COに関しては Springer and Gomon (1975)

および村瀬ほか (2009b)の Fig. 1を参照された
い．鮮時の体色の記載は，鮮時に撮影された標
本のカラー写真に基づいて行い，色彩の名称は
財団法人日本色彩研究所 (2001)に従った．本
報告に用いた標本は鹿児島大学総合研究博物館
(KAUM)に登録，保管されている．生息状況に
関する情報は各種の屋久島での潜水観察の結果
に基づく．

シシマイギンポ
Cirrisalarias bunares Springer, 1976

(Figs. 1A, 2)

標本　KAUM–I. 38350，雄 1個体，27.2 mm SL，
鹿児島県屋久島北部一湊，水深 1–10 m，2011

年 6月 9日，鹿児島大学総合研究博物館魚類研
究室採集．
記載　背鰭 12棘 17軟条，臀鰭 2棘 17軟条，
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Fig. 1.  Fresh specimens of three blenniid species from Yaku-shima Island, representing the northernmost 
distributional record for each species. A, Cirrisalarias bunares, KAUM–I. 38350, male, 27.2 mm 
SL; B, Ecsenius oculus, KAUM–I. 38698, female, 41.0 mm SL; C, Nannosalarias nativitatus, 
upper: KAUM–I. 38359, female, 34.3 mm SL, lower: KAUM–I. 38360, male, 39.2 mm SL. 
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胸鰭 14軟条，腹鰭 1棘 3軟条，尾鰭分節鰭条
数 7 + 6，脊椎骨数 10 + 27 = 37，側線管数 (LL)1，
上側頭管背中線上の開孔 (MS)2，上側頭管の開
孔 (ST)5，前䚡蓋管の開孔 (PP)8，下顎管の開
孔 (MP)3，眼隔管の開孔 (IO)2，眼下管の開孔
(CO)11，前鼻管の開孔 (NP)2．
全長 115.1(標準体長に対する百分率，以下

同様 )，頭長 23.5，体高 15.1，背鰭基底長 77.6，
臀鰭基底長 44.9，眼径 4.8，胸鰭長 23.5，腹鰭
長 9.9．
体は伸長し，頭部は円筒形に近く，体後半部

はよく側扁する．上唇と下唇の縁辺は円滑で，
ひだ状の突起はない．上唇の背縁は吻周縁部で
癒合し，遊離縁を形成しない．鰓膜は峡部でつ
ながる．眼上皮弁は扁平で人手型を成し，その
先端は 5分枝する．両鼻孔ともにその開孔は大
きく，最大径は眼径のおおよそ 3分の 1．後鼻
孔は眼の中央部前方に位置する．後鼻孔の開孔
は，その縁の前方が隆起して埋もれる．この肉
質の隆起は眼隔域で頭部から遊離して後方に向
かって伸び，眼隔管 (IO)前方の開孔付近にま
でおよぶ．この肉質の隆起を基底として多数の
糸状の皮弁が眼の前方から眼隔域にまで存在す
る．前鼻孔は後鼻孔の下方に位置し，縁には先
端が枝状に多数に分枝する皮弁があり，前鼻孔
の開孔を覆う．正中線皮弁および項部皮弁はな
い．犬歯状の歯はない．すべての軟条は不分枝．
最後の背鰭棘は極めて短く，その先端は鰭膜の
縁辺に達しない．背鰭最終棘上方の鰭膜の切れ
込みは浅く，わずかに欠刻を成す．臀鰭の起点
は背鰭第 11棘直下にある．背鰭および臀鰭の
最終軟条と尾柄部は鰭膜によって連なる．側線
管は背鰭第 2棘の基底直下にある．
鮮時の色彩 (Fig. 1A)は，頭部から背鰭第 1

鰭膜下，胸鰭基底部にかけての地色はさえた緑
みの黄で，眼の下方から後方の範囲で濃くなり，
黒ずむ．体の地色と唇部は，灰みの白．鼻域の
皮弁は半透明のさえた黄．前鰓蓋部には白色で
不定形の斑紋が複数あり，若干不明瞭だが同様
の斑紋は項部の前後にもある．鰓蓋の後縁は，

上端が瞳孔径と同じ幅で下方にむかって細くな
る白色線で後端から峡部付近まで縁取られる．
虹彩はうすい黄で黒ずむ．胸鰭基底の上端と鰓
蓋後縁の間には眼径よりわずかに小さい白色斑
点がある．体側には，背鰭基底から腹側の中心
線に達して並ぶこい赤の横帯がある．最も前方
の帯は背鰭第 2および第 3鰭膜基部を縁取り，
胸鰭基底上端の後方に達する．背鰭第 4，5鰭
膜下に腹から体高の約 5分の 4の高さに達する
帯があり，最も前方の帯と接する．この後，上
記のものとほぼ同じ幅の 6本のこい赤の帯が尾
柄部まで並び，それらの間にはゴールドないし
は明るい黄の帯があり，この帯は体後半のもの
ほど細くなり，最後から 1番目と 2番目のこい
赤の帯の間にはない．尾鰭基底はこい赤の線で
縁取られる．各不対鰭の鰭膜は透明で，鰭条の
地色は半透明の白．背鰭の鰭膜は，第 1棘の縁
辺で赤みがかる．背鰭棘部のうち，棘の先端と
基底から中間付近の範囲，および鰭膜の上縁は
さえた赤．ただし，第 1棘の基底付近は明るい
黄．各背鰭軟条はさえた赤みがかる．臀鰭の鰭
条うち，中間部より後半のものはわずかに赤み
がかる．尾鰭の鰭条は先端付近が赤みがかり，
ほかはすべて無色透明．ただし，上方から 4本
目と下方から 4本目の分節鰭条は，それぞれ先
端からおよそ半分が半透明のこい赤ないしはさ
えた赤となる．胸鰭の鰭膜は基底部付近でさえ
た緑みの黄になり，全体的には無色透明．基本
的に鰭条は半透明のさえた赤で，下から 2から
4番目の鰭条は先端からおよそ 8割はこい赤に
なる．腹鰭の鰭条は半透明の白で，鰭膜は無色
透明となる．
ホルマリン固定後のアルコール保存条件下で

は，体色はほぼ一様に黄みの白．鮮時，体側に
あったこい赤の帯はあさい黄みのオレンジの輪
郭が不明瞭な帯になる．各鰭膜および鰭条は無
色透明．眼下と頬部前方に黒色素胞が散在する．
峡部鰓膜上，胸鰭の下から 1–4番目の鰭条，尾
鰭の上・下それぞれの 1–4番目の分節鰭条の先
端からおよそ 3分の 1の範囲には黒色素胞が密
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に分布する．
分布　本種は国内では屋久島および小笠原諸
島に分布し，国外ではインド洋のコモロ諸島，
セイロン島，クリスマス島，およびフィリピ
ン，ソロモン諸島，米領サモア，フィジー諸
島，トンガなどの太平洋プレートの縁辺上から
知られている (Springer, 1976, 1982; Springer and 

Spreitzer, 1978; Randall, 2005; 村瀬ほか，2009b; 

本研究 )．
生息状況　本種は，屋久島において潮通しのよ
い外海に面した波あたりの激しい潮間帯岩礁域
で穴居生活を送っている (Fig. 2)．水中で観察
される際の水深は 0.5–2.0 m程度で，通常は壁
面ではなく，岩の最上部の比較的平らな面で見
られる．島内では西岸に位置する永田の海岸に
多くの個体が生息しており，雌雄ともに一年中
よく見られる．
備考　調査標本は，頭部を覆う多数の皮弁があ
ること，両鼻孔の開孔は大きく，最大径が眼径
の 3分の 1ほどであること，尾鰭の鰭条は全て
不分枝であること，眼隔域の皮弁の基底は全て
後鼻孔の縁にあることなどから Springer (1976)

および村瀬ほか (2009b)が記載したシシマイギ
ンポ Cirrisalarias bunaresに同定される．色彩
に関して，小笠原産のものは頭部が赤くなるこ
とが知られているが (村瀬ほか，2009b)，屋久
島産の標本は黄色であった．これは雄の婚姻
色は赤く，通常は雌と同様に黄色くなること
に起因すると考えられた．調査標本の計数値
は臀鰭軟条数を除いて村瀬ほか (2009b)の範囲
内であった．村瀬ほか (2009b)が調査した小笠
原産の標本の臀鰭鰭条数は 18–19であったが，
Springer (1976)の示した数値は 17–19で，今回
調査した屋久島産の標本はこの範囲内であっ
た．これにより，日本産の標本の臀鰭軟条数の
範囲は原記載のものと一致することになる．
シシマイギンポはこれまで小笠原諸島を分布

の北限としていたが (村瀬ほか，2009b)，本種
の屋久島からの記録は，北限記録を更新するも
のである．屋久島において本種の繁殖行動は確

認されていないが，同島西部の永田海岸では一
年を通して多くの個体が観察されている．この
ことから本種の屋久島における出現は無効分散
ではないことが推測される．

ゴイシギンポ
Ecsenius oculus Springer, 1971

(Fig. 1B)

標本　KAUM–I. 38698，雌 1個体，41.0 mm SL，
鹿児島県屋久島南部湯泊港南，水深 1–5 m，
2011年 6月 11日，鹿児島大学総合研究博物館
魚類研究室採集．
記載　背鰭 12棘 14軟条，臀鰭 2棘 16軟条，
胸鰭 12軟条，腹鰭 1棘 3軟条，尾鰭分節鰭条
数 7 + 7，脊椎骨数 10 + 23 = 33．
全長 122.7，頭長 24.4，体高 19.0，背鰭基底

長 72.7，臀鰭基底長 42.7，眼径 7.6，胸鰭長
23.7，腹鰭長 15.1，鼻皮弁長 4.1．
体は伸長し，頭部から尾柄部までよく側扁

する．頭部の皮弁は前鼻孔後方の縁に 1本のみ
あり，分枝しない．下顎の前方および後方にそ
れぞれ 1対の犬歯がある (前方の犬歯は，隣接
する門歯と形態は酷似するが，歯骨に固着して
いることから識別 )．側線管は上側頭管から連
続して伸長し，背鰭第 1軟条の基底直下まで伸
びる．背鰭の最終棘は極めて短く，外見ではほ
とんど目立たない．背鰭棘部と軟条部の間は深
く切れ込み，欠刻を成す．臀鰭の起部は背鰭第
11棘直下にある．全ての鰭条は分枝しない．
鮮時 (Fig. 1B)，頭部の地色はさえた赤紫で，

後頭部から側頭部および項部は暗い灰みのブラ
ウン．眼の後端から黒色の帯が胸鰭基底上端の
上まで伸びる．鰓条骨域の上端は主䚡蓋の後端
から頤の付近までさえた紫みの赤で縁取られ
る．上記を除く鰓条骨域と頭部腹面は白色．鼻
皮弁は頭部の地色と同色で，基底付近で黒ず
む．体の地色は肛門より前の前半部でにぶい赤
紫，それより後半ではにぶい紫．腹部の腹面は
青みの白．胸鰭の基底から腹鰭の基底と鰓蓋の
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後縁を結ぶ線まで 2つのさえた赤紫の帯がやや
下方に向かって伸びる．体側の上半分には背鰭
第 2鰭膜直下から臀鰭基底の中心部直上まで白
色線で囲まれた一つあたりが眼径とほぼ同じ大
きさの 4対の楕円形黒色斑点が並ぶ．これらの
黒色斑点の直上には，それぞれ対になる眼径の
半分より小さい黒色斑点が背鰭の基底に沿って
並ぶ．背鰭の最後から 1および 2番目の鰭膜の
基底は長方形をした黒色斑で縁取られ，この斑
点の直後から白色の帯が伸びて，下記の黒色斑
の上半分に連結する．尾柄部の後端と尾鰭の基
底上には長方形の黒色斑がある．腹部中央から
臀鰭基底の後端までの範囲の体下半部には 8つ
の不定形の白色斑点が並ぶ．尾柄部後端と尾鰭
基底の下端は白色斑点で縁取られる．臀鰭基底
に沿って尾部が白色線で縁取られる．背鰭の各
鰭条はさえた赤紫で，鰭膜は無色透明．臀鰭は
鰭条，鰭膜ともに下方から基底に向かっておよ
そ 6割の範囲はにぶい赤で，鰭条の方が若干明

るくなる．残りの臀鰭の範囲はにぶい緑みの
黄．尾鰭の鰭条は先端付近がさえた紫みの赤に
なり，ほかはすべて無色透明．ただし，上方か
ら 3本目と下方から 4本目の分節鰭条は，それ
ぞれ先端からおよそ半分がさえた紫みの赤とな
る．尾鰭の鰭膜は前半分は半透明の青みの白で，
後半部は無色透明かやや赤みがかる．胸鰭の鰭
条はさえた赤で，鰭膜は無色透明．腹鰭の外側
の鰭条は白色で，内側の最長鰭条は黒色になる．
ホルマリン固定後のアルコール保存状態で

は赤紫や赤の色彩は消失し，頭部や体側の地色
はにぶい赤ないしは暗い赤になる．体腹面や鰓
条骨域，その他体側の白色斑点は黄みの白にな
る．鰓条骨域の上端および胸鰭基底から伸びる
2本の帯は暗い赤になる．後頭部には背中線に
垂直に並ぶ 1対の黒色斑点が認められない．眼
の後端から伸びる黒色の帯や体側の斑点は黒色
斑点として明瞭に残る．鼻皮弁はほぼ無色透明
で，基底付近は黒くなる．背鰭の鰭条の基底か

Fig. 2. Underwater photograph of Cirrisalarias bunares. Nagata, western coast of Yaku-shima 
Island, southern Japan, 2 m depth, 14 Sep. 2010 (specimen not collected).  Photo by S. 
Harazaki.

－ 66－

屋久島で得られたイソギンポ科魚類 3種の記載 村瀬敦宣・原崎　森・目黒昌利・本村浩之



らおよそ半分の範囲には黒色素胞が密在して黒
ずむ．背鰭の鰭膜は無色透明で，棘部の基底か
ら 4分の 1の高さに体軸に平行な黒色線が途切
れながら伸びる．尾鰭は無色透明で，下方の鰭
膜はわずかに黒ずむ．臀鰭は基底から 4分の 3

の高さまで黒ずみ，残りの部分は無色透明．胸
鰭は無色透明．腹鰭は外側の鰭条は無色透明で，
内側の最長の鰭条は黒くなる．
分布　国内では石垣島，宮古諸島，伊江島を
含む琉球列島，トカラ列島の小宝島および屋
久島から知られる (益田ほか，1975；Springer, 

1988；Senou et al., 2006a, 2007； 坂 井 ほ か，
2009；Motomura et al., 2010；本研究 )．国外で
は台湾およびフィリピン最北部のバタン島に分
布する (Shen et al., 1986; Springer, 1988)．本種の
分布域について，Springer (1988)はバタン島を
地理的に台湾の一部とみなし，フィリピン近海
には分布しないとしている．
生息状況　屋久島では西部の永田において普通
種であり，大きな岩のオーバハングした場所や，
壁面上で多くの個体がみられる．主な生息水深
は 5 m前後．基質にあいた穴の中で卵を保護す
る雄も観察されており，屋久島では一年中観察
されている．
備考　調査標本は，項部皮弁および眼上皮弁が
ないこと，全ての鰭条は不分枝であること，歯
骨には前方および後方に犬歯があること，胸鰭
鰭条数が 12であることから，Smith-Vaniz and 

Springer (1971)，Springer (1971, 1988)，Springer 

and Spreitzer (1978)が定義したニラミギンポ属
の形質に一致する．ゴイシギンポは，体側の上
半分に白色線で縁取られ，対になる黒色斑点を
複数もつことから，同じニラミギンポ属のゴイ
シギンポ種群 Oculus group(sensu Springer, 1988)

に属する E. paroculus Springer, 1988および E. 

oculatus Springer, 1988に酷似する．しかし，ゴ
イシギンポの後頭部には明瞭な斑点がないのに
対し，後の 2種の後頭部には 1対の黒色斑点が
ある (固定後も明瞭 )ことから容易に区別され
る (Springer, 1988)．調査標本は Springer (1988)

の E. oculusの記載によく一致した．
本種は既に分布の北限である屋久島で水中

写真による記録があったが (Motomura et al., 

2010)，標本による記録は琉球列島までであっ
た ( 益田ほか，1975；Springer, 1988；Senou et 

al., 2006a)．今回屋久島で得られた個体は標本
による分布の北限を更新するものとなる．水中
観察の結果より (生息状況の項を参照 )，本種
は再生産を行っており，一年中観察されること
から，屋久島での出現は無効分散による分布で
はないと考えられる．

ヒナギンポ
Nannosalarias nativitatus (Regan, 1909)

(Fig. 1C)

標本　KAUM–I. 38359，雌 1個体，34.3 mm SL，
鹿児島県屋久島北部一湊，水深 1–10 m，2011

年 6月 9日，鹿児島大学総合研究博物館魚類研
究室採集；KAUM–I. 38360，雄 1個体，39.2 mm 

SL，採集データは KAUM–I. 38359に同じ．
記載　背鰭 12棘 16軟条，臀鰭 2棘 18軟条，
胸鰭 15軟条，腹鰭 1棘 3軟条，尾鰭分節鰭条
数 7 + 6，尾鰭分枝鰭条数 5 + 4，脊椎骨数 10 + 

25 = 35．
全長 118.7(118.4：以下，括弧内は雄の数値 )，

頭長 25.1(23.7)，体高 17.2(17.9)，背鰭基底長
73.8(71.4)，臀鰭基底長 44.3(47.4)，眼径 7.3(6.6)，
胸鰭長 20.4(19.6)，腹鰭長 13.4(11.7)，眼上皮弁
長 2.3(5.9)，鼻皮弁長 2.6(3.1)．
体は伸長し，頭部から尾柄部までよく側扁す

る．鼻皮弁は葉状で，小さく分枝する場合があ
る．眼上皮弁は糸状で分枝せず，雄では眼径の
88.5%の長さがあり，雌の 32.0%よりも明らか
に長い．項部皮弁は扁平で小さく，目立たない．
上顎歯数はおよそ 80–85で，下顎の後方に 1対
の犬歯がある．上側頭管背中線上の開孔は 5．
眼下管のうち上から 6つは対になる．側線管は
上側頭管から連続して伸長し，背鰭第 7鰭膜ま
たは第 8棘の基底直下まで伸びる．その後に両
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側 2開孔の管が 2つ並び，最後の管は背鰭第 9

鰭膜直下に位置する．背鰭の最終棘は極めて短
く，背鰭棘部と軟条部の間は深く切れ込んで欠
刻を成す．臀鰭の起部は背鰭第 11棘直下にあ
る．尾鰭の鰭条は中央の 9本が分枝する．
雌の鮮時の色彩 (Fig. 1C, 上段 )は，体の地色

はつよい黄緑で，多くの赤色の斑紋がある．頬
部はこいオレンジで，主䚡蓋部はにぶいオレン
ジ．後頭部から吻端にかけて眼の後縁と下縁を
通るこい紫みの赤の帯があり，吻端も同様にこ
い紫みの赤になり，この帯とつながる．吻端よ
り後ろの唇部はうすい黄みのピンクで，小さな
白色斑点が数個ある．白色斑点は前鰓蓋および
主鰓蓋下縁，鰓条骨域にも散在し，鰓蓋上では
つらなって線状にもなる．唇部後端の上・下部，
前鰓蓋部の下縁とその下には暗い赤の斑点がそ
れぞれ 1つある．主鰓蓋部の上端と下端にはそ
れぞれほぼ瞳孔大で暗い赤ないしはこい紫みの
赤の斑点がそれぞれ 1つずつある．項部から頬
部後方の上端まで瞳孔径よりもやや幅の広いこ
い紫みの赤の帯が伸びる．虹彩は明るい緑みの
黄．鼻皮弁はこい紫みの赤で，眼上皮弁は青み
の白の地色でさえた赤の点列がある．項部皮弁
は青みの白．胸鰭基底の中央よりわずかに下方
とその前方にはそれぞれこい紫みの赤の小斑点
が 1つずつある．背鰭第 1鰭膜下には鰓蓋後縁
と胸鰭基底の上端をまたぐこい紫みの赤の斑点
があり，そのわずか後方の胸鰭の下には瞳孔大
の同色の斑点がある．これら 2つの斑点の下部
と後方には複数の白色小斑点が散在する．背鰭
第 6棘直下から後ろの体上半部の範囲にはこい
紫みの赤の縦帯が尾鰭の基底まで伸び，この帯
は体色の地色と同色の多数の線状斑点により途
切れ途切れになる．背鰭第 3棘直下から背鰭の
基底に沿って，長方形ないしは H型のこい紫
みの赤の斑点が 8つ，上記の縦帯に接するよう
に尾柄部まで並ぶ．体下半部の胸鰭基底より後
方から臀鰭基底の後縁付近までこい赤で上下に
縦長の帯状斑が並ぶ．この帯状斑は後方に向か
うにつれてより短く細くなる．尾鰭の基底上の

上半部にこい紫みの赤の斑点がある．腹部は青
みの白．全ての不対鰭の鰭膜は無色透明．背鰭
と尾鰭の鰭条は背鰭第 1棘を除いて全て地色は
半透明の青みの白で，その上にはこい赤ないし
はこい紫みの赤の点列が並ぶ．背鰭第 1棘は全
体的にさえた赤．尾鰭の鰭条は基底付近では青
みの白になる．臀鰭の鰭条の地色は半透明の青
みの白で，先端から半分はさえた赤になる．こ
れらの鰭条のうち，2本に 1本は基底から中心
部付近までさえた赤になる (基底付近が赤くな
る鰭条とそうでない鰭条が交互に並ぶ )．胸鰭
の鰭膜は無色透明で鰭条は半透明のこい赤．腹
鰭は青みの白．
雄の鮮時の色彩 (Fig. 1C, 下段 )は，頭部では

上半分が暗い緑みの青，下半分は曇った調子の
ピンクになり，頬部はこいオレンジ．吻端や鼻
孔の周辺は灰みの青紫．唇部の後端から鰓条骨
域にかけて線状や点状になる白色点が散在す
る．虹彩はうすい黄．鼻皮弁は暗い赤で，眼上
皮弁は紫みのピンク．項部皮弁は青みの白．躯
幹部の上半分の地色は暗い緑みの青で，それよ
り下の下半部は曇った調子のピンクで，腹部は
紫みのピンクとなる．尾部の地色は全体的につ
よい黄緑で，背側および前方ほど黒ずむ．胸鰭
基底に白色の小斑点が散在する．体上半部には
胸鰭基底後方より青みの白色の点列が線状に
なって尾柄部にまで並ぶ．体下半部にも同様に
点列ないしは線状斑点が体上半部の点列と連
なって尾部にまで並ぶが，尾部中央付近で不明
瞭になる．尾部の起点から尾柄部までの体側中
央には眼径とほぼ同大の暗い緑みの青の斑点が
6つ並ぶ．背鰭と尾鰭の鰭条は背鰭第 1棘を除
いて全て地色は半透明の青みの白で，その上に
はこい赤ないしはこい紫みの赤の点列が並ぶ．
背鰭第 1棘は全体的にこい赤．尾鰭の鰭条は基
底付近では青みの白になる．背鰭棘部の鰭膜は
基底から半分と上端は半透明のにぶい紫みの赤
で残りは無色透明で，背鰭軟条部の鰭膜はほぼ
半透明のにぶい紫みの赤．尾鰭の鰭膜は中心部
や外側は半透明のにぶい紫みの赤で，ほかは無
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色透明．臀鰭は全体的につよい黄緑で，基底付
近でより明るくなる．胸鰭の鰭膜は無色透明で
鰭条は半透明の紫みのピンク．腹鰭は紫みのピ
ンク．
ホルマリン固定後のアルコール保存状態の雌

では，体の地色は一様にあさい赤みの黄で，赤
や黄色の色彩は消失する．眼の直後には帯状に
まったく斑紋がないが，後頭部から頬部，吻端
にかけて暗色になる．唇部後端，前鰓蓋部の下
方，主鰓蓋部，および胸鰭基底にあった赤の斑
点は暗色斑点として残る．峡部鰓膜上に 1対の，
頤の後方に 1つの暗色斑点がある．体側の背鰭
基底に沿って並んでいた長方形ないしは H型
の斑紋は暗色の点列としてその痕跡が残る．そ
のほか体側には暗色小斑点がまばらに存在する
のみで，顕著な斑紋はない．鼻皮弁は無色透明
で，基底付近は暗色．眼上皮弁は無色透明で暗
色の点列がある．臀鰭鰭条，胸鰭の下から 1–5

番目の鰭条，および腹鰭最長鰭条中心上に黒色
素胞が存在することを除き，各鰭は無色透明．
ホルマリン固定後のアルコール保存状態の雄

では赤やピンク，黄色の色彩は消失する．体の
地色は，頭部から躯幹部上方にかけて暗い黄み
のブラウンで，それよりも後方の体側は一様に
あさい赤みの黄．頭部下半部の地色はやや明る
くなり，頭部腹面には 1対の明瞭な黒色斑点が
ある．鼻皮弁および眼上皮弁は暗色．鮮時，尾
部にあった暗い緑みの青の斑点は，中央部の 3

つは輪郭をより狭めて暗色斑点として残るが，
他のものはほとんど消失する．尾部の背鰭基底
に沿って，暗色斑点がまばらに並ぶ．背鰭棘部
の基底から半分の範囲および上縁付近は暗色で
残りの部分は無色透明．背鰭軟条部および尾鰭
もやや暗色になるが，臀鰭は全体的により濃く
黒ずむ．胸鰭の下方は黒ずみ，上方に向かうに
つれて無色透明になる．腹鰭は無色透明．
分布　国内では宮古諸島，慶良間諸島，瀬底
島，伊江島を含む琉球列島，および屋久島から
知られる (益田ほか，1975； Senou et al., 2006a, 

2007；渡井ほか，2009；Motomura et al., 2010；

Motomura and Aizawa, 2011；本研究 )．国外では
クリスマス島 (インド洋 )，インドネシア，南
シナ海，グレートバリアーリーフ，トンガ，お
よびサモアに分布する (Smith-Vaniz and Springer, 

1971; Randall, 2005)．
生息状況　屋久島では一年中みられ，北部の一
湊および西部の永田の岩礁域では普通種であ
る．外海に面したやや潮通しのよい場所に多く
みられ，基本的に穴居生活を送っている．水深
3 m前後が主な生息水深で，水深 5 m以深では
きわめて稀．屋久島での繁殖期は初夏で，正午
から夕方にかけて多くの雄は婚姻色を呈し，求
愛行動をする．
備考　調査標本は，正中線皮弁を欠き，眼上・
項部皮弁をもつこと，項部皮弁は単純で，項部
を横断する長い基底や多数の皮弁からならない
こと，背鰭鰭条数が 12棘 16軟条であること，
臀鰭軟条数が 18であること，胸鰭鰭条数が 15

であること，腹鰭軟条数が 3であること，前鰓
蓋管および下顎管の開孔に皮弁がないこと，上
顎歯数がおよそ 80で，100をこえないことか
ら Smith-Vaniz and Springer (1971)および Aizawa 

(2002)が記載したヒナギンポ属の唯一の種ヒナ
ギンポと同定される．本種雄の婚姻色について
はこれまでに知られていなかったが，本研究で
図示した頭部が暗色になる雄の色彩は本種の婚
姻色であると考えられる．また，雄では著しく
眼上皮弁が長くなることも雄の二次性徴である
ことが推測される．
本種の屋久島での記録は，これまで水中写

真 (Motomura et al., 2010)および標本 (Motomura 

and Aizawa, 2011)に基づいた報告があり，屋久
島は本種の分布の北限になる．屋久島での生息
状況から，本種は再生産を行っており，本種の
出現は無効分散による分布ではないと考えられ
る．
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クロスジギンポ
Aspidontus dussumieri (Valenciennes, 1836)

(Fig. 3A)

標本　KAUM–I. 38384，雄 1個体，55.3 mm SL，
鹿児島県屋久島南部湯泊港南，水深 1–5 m，
2011年 6月 10日，鹿児島大学総合研究博物館
魚類研究室採集．
備考　調査標本は，腹鰭の軟条数が 3であるこ
と，背鰭起部が眼の後縁より後ろにあること，
口は下位で腹面に開くこと，体に側線があるこ
と，胸鰭鰭条数は 14であること，体側の暗色
縦帯は眼の後縁から尾鰭の中心部と基底の間の
範囲まで伸び，その幅は前方から後方までほと
んど同じであることから Smith-Vaniz (1976)お
よび Aizawa (2002)が記載したクロスジギンポ
Aspidontus dussumieriとよく一致する．
本種はインド・西太平洋の広い範囲に分布

し，日本国内では南部太平洋岸の相模灘以南，
八丈島，和歌山県，屋久島，琉球列島から知ら

れる (益田ほか，1975; Smith-Vaniz, 1976; Fukao, 

1985; Aizawa, 2002; Senou et al., 2002, 2006a, b, 

2007; Motomura et al., 2010)．本種は屋久島で
は水中観察に基づき，目録的に種名が報告さ
れているのみであったが (市川ほか，1992；
Motomura et al., 2010)，今回採集された個体は
標本に基づく本種の屋久島初記録となるもので
ある．

ニジギンポ
Petroscirtes breviceps (Valenciennes, 1836)

(Fig. 3B)

標本　KAUM–I. 38288，雌 1個体，52.6 mm SL，
鹿児島県屋久島北部一湊，水深 20–25 m，2011

年 6月 8日，鹿児島大学総合研究博物館魚類研
究室採集．
備考　調査標本は，腹鰭の軟条数が 3である
こと，背鰭起部が眼の後縁より後ろにあるこ
と，口は亜端位であること，背鰭は 11棘 19軟

Fig. 3. Fresh specimens of two blenniid species newly-recorded from Yaku-shima Island. A, 
Aspidontus dussumieri, KAUM–I. 38384, male, 55.3 mm SL; B, Petroscirtes breviceps 
(Batesian mimic color of Meiacanthus grammistes), KAUM–I. 38288, female, 52.6 mm SL. 

－ 70－

屋久島で得られたイソギンポ科魚類 3種の記載 村瀬敦宣・原崎　森・目黒昌利・本村浩之



条であること，背鰭の前端は高くならないこ
と，鰓蓋および尾鰭基底には顕著な暗色斑がな
いこと，背鰭基底を通る幅広い暗色の帯があ
り，体側中央を通る縦帯は腹側を通る縦帯より
も幅広く明瞭であること，項部および前䚡蓋管
の開孔に皮弁がないこと，下顎の皮弁は小さく
分枝しないこと，上側頭管の開孔は 3であるこ
とから Smith-Vaniz (1976)および Aizawa (2002)

が記載したニジギンポ Petroscirtes brevicepsと
同定される．このたび採集された個体は，体の
地色は白で，吻端から背鰭基底前方にかけて黄
色がかり，眼の後縁から体中央を通る 1黒色縦
帯に加え，顎の後端から体の下半部を通る 1黒
色縦帯ももつ．この体色は本種のヒゲニジギ
ンポ Meiacanthus grammistes (Valenciennes, 1836)

へのベーツ型擬態であると考えられており，西
太平洋の熱帯域では多くみられる (Springer and 

Smith-Vaniz, 1972; Smith-Vaniz, 1976)．日本から
は水中写真によって宮古島からこの擬態型の
個体が報告されていたが (瀬能・小林，2004)，
標本に基づく記録は初めてである．
本種はインド・西太平洋の広い範囲に分布し，

日本海域では南日本の日本海および太平洋岸の
広い範囲から知られている (Smith-Vaniz, 1976; 

Aizawa, 2002)．本種は，屋久島では水中観察に
基づき目録的に報告されているのみであったが
(市川ほか，1992；Motomura et al., 2010)，今回
採集された個体は屋久島初記録の標本となる．
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